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１．市からのＨＰ事業委託の経緯

■日の里ＨＰは宗像市の「コミュニティＨＰ」のモデル事業

◇平成１６年度、日の里の運営協議会で正式に受理した。

■日の里ＨＰに関し、宗像市が提示した前提条件

◇ＨＰのソフト開発やサーバ関係は市が費用負担、

日常的なＨＰの更新作業はコミュニティ（住民）の役割

◇必須機能は、電子掲示板、アンケート、情報公開等々、

他の機能は日の里が自由に決めてよい

◇ＨＰの本番開始時期（立上げ）は１０月１日



■ＨＰの企画開発の実行体制

２．ＨＰの機能仕様確定までの経緯

■ＨＰの仕様確定の期間

◇6月１日～ ７月上旬 （１週間程度の遅れで終了）

企画委員会 ＨＰ検討班

広報部会/全体会議

広報部会 ：４名
広報/町内会代表：２名
公募ボランティア ：３名
市コミュニティ課：１名

ＨＰ開発のパートナー企業

◇ＨＰの事業推進、機能確定は「住民主導」で実施

運営協議会



３．日の里ＨＰの目的

(1)地域に密着した情報の発信

(2)住民の情報交換・交流

(3)コミュニティへの住民参画

(4) 運営協議会の情報公開

(5)地域のＩＴリテラシーの向上

◇日の里住民が、ＩＴを活用しながら、世代を超えて
連携協調し、明るく健全な地域社会を築くための道具

★ＩＴを活用した、住民主体・地域主導の新しい形の
まちづくりを試行（モデル創り）



４．日の里ＨＰの目標としたこと（その１）

■日の里住民の誰もが参加できるＨＰ（コンテンツ構成）

◇楽しい・面白い・ためになる・役に立つＨＰ

◇生活に近い所でＩＴを活用

ＩＴの新しい利用分野、利用者層を開拓

■日の里の地域特性を生かしたＨＰ

◇まちづくりの「現場」でのＨＰの活用

◇趣味・遊び・学びをテーマとしたＨＰの活用

◇社会参画、自己実現の場の提供

■地域の人材活用

◇暮らしやまちづくりの知識・経験・知恵の蓄積と活用



５．日の里ＨＰの目標としたこと（その２）

■元気な日の里の姿を域外にもアピール

◇日の里からの情報発信 ⇒開かれた地域社会

■常に情報更新が可能なＨＰ ⇒ 利用者離れを防ぐ

◇分散ＨＰ更新方式の採用（家庭・職場・コミセンなど）

■セキュリティの確保⇒ヒトとコンピュータの仕組で担保

■将来的な拡張性の確保⇒小さく生んで大きく育てる
■将来的なランニングコストの抑制 ⇒画面上に広告

◇日の里ＨＰは、一般的なＨＰとは異なり、地域特性を
生かした独自性の高いＨＰ創りを目標とする。



６．日の里ＨＰのトップ画面
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７．ＨＰの大メニューの考え方

名称 大メニューの考え方（意味合い）

Ⅰ．案内・便利 ■暮らしの案内や便利な情報提供の場

Ⅱ．暮らし・

まちづくり

（パブリック）

■まちづくりのための情報交換と「住民参画」の場

▽事業活動のための啓発やその実施状況

▽まちづくりの提案・意見交換

Ⅲ．趣味・学び・

（パーソナル）

■趣味・遊び・学びのための情報交換の場

■誰もが気軽に「社会参画」できる場

▽世代を超えた交流の促進

▽高齢者などの「腕の見せ場」

■ＩＴリテラシー向上の場

Ⅳ．まちづくり

組織・公開

■まちづくり組織の紹介や情報公開・情報共有の場

■まちづくり組織の円滑な運営管理



８．大メニュー/Ⅰ．便利・案内の画面の構成

小メニュー

大メニュー

中メニュー

■暮らしの案内や便利な情報提供の場



９．大メニュー/Ⅱ．暮らし・まちづくりの構成

■まちづくりのための情報交換と「住民参画」の場

▽事業活動のための啓発やその実施状況

▽まちづくりの提案・意見交換



１０．大メニュー/Ⅲ．趣味・学びの構成

趣味・遊び・学びのための情報交換の場

■誰もが気軽に「社会参画」できる場

▽世代を超えた交流の促進

▽高齢者などの「腕の見せ場」

■ＩＴリテラシー向上の場



１１．大メニュー/Ⅳ．まちづくり組織・公開の構成

■まちづくり組織の紹介や情報公開

・情報共有の場

■まちづくり組織の円滑な運営管理

※協議会の組織団体はこの小分類

より記事を投稿



ＨＰの活用分野、利用者層の拡大
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第１期ＨＰの目標レベル（イメージ）

年度 ＨＰの目標レベル

Ｈ１６年下期

（１０～３月）

ＨＰの目的や意義を共有化し可能な範囲より試行

地域ＨＰの運用・管理の知識・経験・ノウハウの獲得

来年度の実施計画案の策定や協力・支援体制の整備

Ｈ１７年度

ＨＰの先進的な組織・団体に於�ǔ��創り

サークルや趣味・学びの分野での試行

青少年や現役世代のまちづくりへの参加

Ｈ１８年度

暮らし・まちづくりの分野でのＨＰの活用

サークルや趣味・学びの分野でのＨＰの活用

★コミュニティ活動とＨＰの先進地域としてブランド力が向上

Ｈ１９年度
★多くの住民が生活の中でコミュニティとＨＰの存在を実感

第２期ＨＰの機能拡充計画策定とシステムの改造



１６．今後の展開

実施時期 ＨＰの今後の展開（イメージ）

９月上旬

まで

▽協議会の各部会、各種団体への説明会⇒完了

▽小メニュー単位の発行責任者・ＨＰ更新者の決定⇒完了

９月下旬
▽ＨＰ更新者を対象に教育訓練を予定（各部会毎など計４回）

▽各部会、各種団体、町内会､事務局など初期入力を開始

Ｈ１６年下期

（１０～３月）

▽ＨＰ立上げ（１０月１日）⇒初期入力の継続を含む

▽ＨＰの意義・目的を共有化し可能な範囲より先ず実行

▽ＨＰの運用・管理の知識・経験・ノウハウの獲得

▽来年度に向けた目標設定や体制整備などの準備

世の中の急激な変化やＩＴの進展に伴い、地域社会におけるＨＰの必要性
は高くなっている。 日の里住民が地域特性を生かしてＨＰの普及に計画
的に取組めば、数年後には一定の成果が期待できると思われる。

全国的にも地域のＨＰは
成功例が少ない．．．．



長文型情報画面（スレッド）



件名

本文

画像

長文型情報登録画面（スレッド）長文型情報登録画面（スレッド） 記事の投稿が

簡単にできる



短文型情報画面（ページ）



短文型情報登録画面（ページ）短文型情報登録画面（ページ）

件名

本文

画像

記事の投稿が

簡単にできる



ホームページの立上げに関して

■大メニュー 「便利・案内」、「暮らし・まちづくり」

ＨＰ投稿の教育訓練日程が９月下旬であることや地域のＩＴリテラ
シーなどを勘案すると、各部会・各種団体・各町内会の各コーナに
一通り記事が埋まるのは数ヶ月先を想定。

■大メニュー「趣味・学び」

“ＨＰの新しい利用分野・利用者層の開拓“を目標に「趣味・学び」
にも大きなスペースを割いている。利用者が個人やサークルのた
め、メニュー構成など未知数。上手に活用するための創意工夫や
雛型作りが必要となりそうです。

■中メニュー「電子掲示板・目安箱」など

住民相互の「意見交換や意思疎通の仕組」は貴重、ただ現時点で
は、健全な電子掲示板などを維持するためのＨＰ運用体制の整備
が出来ないため、開設はしばらく遅れる。


